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改訂日：2025 年 6 月 6 日 

Cisco Nexus Hyperfabric：通知 

通知 

ファブリック関連のイベントとその重要性に関するアラートを受信するように通知を設定します。通知は、ファブリ
ックの正常性の監視と維持に役立ちます。 

現在、デフォルトのポリシー通知、1 つ以上のファブリックと指定した通知エンドポイントのアサーション通知を構
成できます。「通知ページの構成」（6 ページ）を参照してください。 

 
通知エンドポイント 

通知エンドポイントにより、システムは指名受信者またはエンドポイントにアラートまたは更新を送信できます。
Notification（通告）通知エンドポイントは、これらの通知を受け取るアプリケーション、サービス、またはユーザー
です。 

Cisco Nexus Hyperfabric は現在、次の通知エンドポイント タイプをサポートしています。 

• email 

• Amazon S3 
 

アサーション通知の内容と周波数 

アサーション通知情報の内容と配信は、エンドポイントの通知タイプによって異なります。 

通知は、ラッチされたアサーションに変更がある場合にのみ送信されます。通知は、30 秒の短い時間枠と 5 分の長い
時間枠の  2 つのタイミング方法に従います。たとえば、通知の後に状態の変更が発生していない場合、次の通知が 
5 分後に送信されます。ただし、5 分以内に状態の変更が発生した場合、次の通知は最後の通知の 30 秒後に送信され
ます。 

 
電子メール エンドポイントの構成 
システムは、構成した電子メール アドレスに確認コードを送信します。電子メール アドレスにアクセスできること、
または別の方法で確認コードを取得できることを確認してください。通知コードは 30 分間有効です。この時間が過ぎ
ると、電子メールコードは期限切れになり、新しいコードを要求する必要があります。 

電子メール エンドポイントの構成の手順は、次のとおりです。 
 

ステップ 1 [通知（Notifications）] > [通知エンドポイント（Notification endpoints）] を選択します。 

ステップ 2 [エンドポイントタイプ（Endpoint types）] エリアで、[電子メール（Email）]をクリックします。 

ステップ 3  [+ 追加（+ Add）] をクリックします。 
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ステップ 4 [電子メールエンドポイントの追加（Add email endpoint）] ウィンドウで、この電子メールエンドポイン
トの通知を有効または無効にします。ライセンス通知は、デフォルトでは有効です。 

ステップ 5 名前、電子メール アドレス、および説明を入力します。 

ステップ 6 [保存（Save）] をクリックします。 

ステップ 7 電子メール検証を完了します。 

a) 構成した電子メールアドレスに送信された確認コードを取得します。 

b) 検証コードを入力し、[検証（Verify）] をクリックします。 

c) [エンドポイント電子メールの概要（Endpoint Email Summary）] ページで、電子メールが検証済みで、
アクティブであることを確認します。 

ステップ 8 さらに電子メール エンドポイントを構成する場合は、この手順を繰り返します。 

ステップ 9 この電子メールエンドポイントを使用して通知を送信する場合は、「通知の構成」（6 ページ）を参照し
てください。 
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例 

図 1：同様の電子メールの内容 
 

 
 

注 

電子メールには、ファブリックごとに優先順位付けされたアサーションのサブセットが含まれます。ファブリ
ック名をクリックすると、ファブリックに関連するすべてのアサーションが UI に表示されます。 

 

 
Amazon S3 エンドポイントの構成 
既存の Amazon Simple Storage Service（Amazon S3）に通知を送信できます。 
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必要な Amazon S3 情報を持っていることを確認します。 

• AWS リージョン 

• バケット名 

• バケットパス、 

• Amazon Web Services（AWS）アクセスキー ID と対応する秘密アクセス

キー。次の手順に従って、Amazon S3 エンドポイントの通知を構成します。 

ステップ 1 [通知（Notifications）] > [通知エンドポイント（Notification endpoints）]を選択します。 

ステップ 2 [エンドポイント タイプ（Endpoint types）] 領域で、[Amazon S3]をクリックします。 

ステップ 3 [+ 追加（+ Add）] をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ステップ 4 [Amazon S3エンドポイントの追加（Add Amazon S3 endpoint）] ウィンドウで、このエンドポイントの
通知を有効または無効にします。ライセンス通知は、デフォルトでは有効です。 

ステップ 5 エンドポイントの名前と必要な AWS 情報を入力します。 
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ステップ 6  [保存（Save）] をクリックします。 

ステップ 7  さらに Amazon S3 エンドポイントを構成する場合は、これらの手順を繰り返します。 

ステップ 9  この Amazon S3 エンドポイントを使用して通知を送信する場合は、「通知の構成」（6 ページ）
を参照してください。 

 

例 

図 2：類似の Amazon S3 コンテンツ 
 

通知は、ファイル名の形式が notification_<endpoint-name>-<timestamp>.json ファイルとして送信されます。 
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通知設定 
現時点では、デフォルト ポリシーを使用して、特定のファブリックの指名エンドポイントへの通知のみを設定できます。
また、さまざまなファブリックおよび通知エンドポイントに対して異なる通知ポリシーを作成できます。 

通知を設定する前に、通知エンドポイントを設定していることを確認します。 

通知パラメータを構成するには、次の手順に従います。 

ステップ 1  [通知（Notifications）] > [通知ポリシー（Notification policies）] を選択します。 

ステップ 2  [アクション（Actions）] 列の下にある鉛筆アイコンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ステップ 3  [+]をクリックします。 

ステップ 4  [ファブリック（Fabrics）] ドロップダウン リストから、アサーション通知を受信する 1 つ以上のファブ
リックを選択します。 

ステップ 5  [エンドポイント（Endpoints）] ドロップダウン リストから、アサーション通知を送信する 1 つ以上のエ
ンドポイントを選択します。 

ステップ 6  [保存（Save）] をクリックします。 

ステップ 7  さまざまなファブリックとエンドポイントの組み合わせでアサーション通知ポリシーをさらに構成する
場合は、[+] をクリックします。 
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